
特
集
・
横
浜
の
地
下
④

地
下
街
と
安
全
性

木
下
真
男

こ
れ
ま
で
の
地
下
街
と
横
浜
駅

東
口
地
下
街

①
―
地
下
街
の
成
り
立
ち
と
歩
み

　
　
「
地
下
街
と
は
何
か
」
と
聞
か
れ
る
と
、
ほ

と
ん
ど
の
人
は
返
事
に
困
る
の
で
は
な
い
か
。

駅
前
や
繁
華
街
の
地
下
に
飲
食
店
を
始
め
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
商
店
が
立
ち
並
ん
で
い
る
イ
メ

ー
ジ
は
す
ぐ
浮
か
ぶ
が
、
さ
て
定
義
づ
け
る
と

な
る
と
大
変
で
あ
る
。

　
そ
の
理
由
は
、
一
般
に
地
下
街
と
い
わ
れ
る

も
の
に
い
ろ
い
ろ
な
型
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
地
下
道
か
ら
発
展
し
た
も
の
、
地
下
鉄

コ
ン
コ
ー
ス
か
ら
派
生
し
た
も
の
、
建
築
物
の

地
下
室
が
地
下
街
に
な
っ
た
も
の
、
そ
し
て
都

市
再
開
発
の
中
で
都
市
計
画
事
業
と
し
て
駅
前

に
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
種
々
の
タ
イ
プ
が
あ

る
。
そ
の
中
で
最
初
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
は
地

下
鉄
コ
ン
コ
ー
ス
型
で
あ
る
。

　
昭
和
二
年
、
日
本
で
初
め
て
の
地
下
鉄
が
上

野
―
浅
草
間
に
開
通
し
た
が
、
開
通
直
後
の
物

珍
し
さ
も
手
伝
っ
た
盛
況
も
数
年
後
に
は
乗
客

が
激
減
し
、
今
後
の
経
営
が
危
ぶ
ま
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
考
え
だ
さ
れ
た
の
が
、
鉄

道
利
用
者
と
周
辺
住
民
を
相
手
と
す
る
日
用
品

の
店
舗
を
、
地
下
鉄
の
通
路
に
設
け
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
昭
和
五
年
四
月
、
日

本
最
初
の
地
下
街
で
あ
る
上
野
地
下
鉄
ス
ト
ア

が
誕
生
し
た
。
こ
の
種
の
地
下
街
は
昭
和
九
年

ま
で
の
間
に
、
神
田
、
日
本
橋
、
銀
座
、
新
橋

に
拡
が
っ
た
が
、
戦
後
地
下
鉄
利
用
客
が
ふ
え

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
地
下
街
は
消
え
て
い

っ
た
。

　
戦
後
の
混
乱
が
多
少
和
ら
い
だ
昭
和
三
十
年

代
に
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
型
の
地
下
街
が
登

場
し
て
く
る
。
終
戦
直
後
か
ら
渋
谷
駅
周
辺
に

密
集
し
て
い
た
露
天
商
を
収
容
す
る
と
同
時
に

地
上
広
場
を
整
理
す
る
た
め
に
建
設
さ
れ
た
渋

谷
地
下
街
、
地
下
鉄
浅
草
駅
と
新
仲
見
世
を
地

下
で
つ
な
ぐ
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
浅
草
地
下

街
、
ビ
ル
の
地
下
と
道
路
下
と
地
下
鉄
コ
ン
コ

ー
ス
を
縦
横
に
結
ん
だ
名
古
屋
駅
前
地
下
街
等

の
新
し
い
地
下
街
が
誕
生
し
、
地
下
街
も
新
し

い
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
何
と

い
っ
て
も
地
下
街
の
全
盛
期
は
昭
和
三
十
九
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
日
本
全

国
に
道
路
整
備
が
始
ま
っ
た
昭
和
四
十
年
代
と

い
え
る
。

一
―
こ
れ
ま
で
の
地
下
街
と
横
浜
駅
東
口

　
　
地
下
街

ニ
―
横
浜
駅
東
口
地
下
街
の
安
全
性
へ
の

　
　
配
慮
と
施
工

　
全
国
的
に
道
路
整
備
が
進
む
に
つ
れ
て
、
当

然
の
結
果
と
し
て
車
の
数
も
増
え
、
全
国
の
自

動
車
普
及
率
は
昭
和
三
十
九
年
の
六
八
入
に
一

台
に
対
し
、
昭
和
四
十
九
年
に
は
七
・
九
人
に

一
台
（
建
設
省
調
べ
）
と
な
り
、
日
本
は
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
に
の
み
込
ま
れ
て
い
っ

た
。
し
か
し
都
市
の
駅
前
や
繁
華
街
で
は
こ
の

車
の
急
増
に
対
応
で
き
る
だ
け
の
駐
車
場
を
つ

く
る
余
地
は
な
く
、
駐
車
場
不
足
と
な
り
、
同

時
に
地
上
の
道
路
は
車
で
は
ん
濫
し
、
歩
行
者

は
安
全
に
道
路
を
横
断
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

と
い
う
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
こ
で
考
え
だ
さ
れ
た
の
が
、
公
共
用
地
で

あ
る
駅
前
広
場
や
都
心
の
道
路
の
地
下
空
間
の

占
用
を
民
間
会
社
に
認
め
る
代
り
に
、
公
共
地

下
駐
車
場
や
公
共
地
下
歩
道
を
つ
く
ら
せ
る
と
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い
う
、
官
民
が
手
を
組
ん
で
行
う
都
市
再
開
発

で
あ
る
。
こ
の
手
法
は
民
間
側
に
と
っ
て
は
公

共
駐
車
場
や
公
共
地
下
歩
道
の
建
設
を
義
務
づ

け
ら
れ
る
が
、
場
所
が
一
等
地
と
い
う
こ
と
で

店
舗
経
営
上
の
経
済
効
率
は
高
い
。
の
で
、
経
営

的
に
は
問
題
が
な
く
、
一
方
自
治
体
側
に
す
れ

ば
、
苦
し
い
財
政
状
況
の
中
で
本
来
自
治
体
側

で
建
設
す
べ
き
交
通
関
連
施
設
を
地
下
街
建
設

者
に
整
備
さ
せ
る
と
い
う
一
石
二
鳥
の
や
り
方

で
、
一
躍
脚
光
を
あ
び
、
東
京
、
大
阪
、
名
古

屋
、
横
浜
等
の
大
都
市
ば
か
り
で
な
く
、
地
方

都
市
に
も
拡
が
り
、
地
下
街
建
設
ブ
ー
ム
は
日

本
全
国
に
行
き
渡
っ
た
。
こ
の
典
型
的
な
例
と

し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
横
浜
駅
西
口

の
横
浜
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
地
下
街
で
あ
る
。

　
現
在
既
設
地
下
街
は
全
国
で
六
十
三
ヵ
所
、

延
面
積
約
六
四
六
、
〇
〇
〇
㎡
、
う
ち
公
共
地

下
道
約
一
六
六
、
〇
〇
〇
㎡
、
公
共
地
下
駐
車

場
約
一
五
七
、
〇
〇
〇
㎡
、
店
舗
等
三
二
三
、

〇
〇
〇
㎡
（
建
設
省
、
都
市
計
画
課
調
べ
）
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
規
模
は
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム

が
約
五
〇
個
入
る
勘
定
と
な
る
。
こ
の
膨
大
な

面
積
の
う
ち
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
の
三
大

都
市
で
し
め
る
割
合
は
約
七
〇
％
で
、
全
国
の

地
下
街
は
そ
の
立
地
条
件
か
ら
い
っ
て
、
当
然

大
部
分
が
主
要
駅
前
に
集
中
し
て
い
る
。

　
横
浜
に
お
い
て
も
地
下
街
は
市
中
心
部
に
集

中
し
て
お
り
、
関
内
駅
前
尾
上
町
に
横
浜
中
央

地
下
街
（
約
四
、
八
〇
〇
㎡
）
、
桜
木
町
駅
前

に
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
セ
ン
タ
ー
地
下
（
約
四
、
二

○
○
㎡
）
、
横
浜
駅
西
口
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
地

下
街
（
約
三
八
、
五
〇
〇
㎡
）
と
、
横
浜
駅
東

口
に
昭
和
五
十
五
年
秋
完
成
予
定
の
横
浜
駅
東

口
地
下
街
（
約
三
九
、
一
〇
〇
㎡
）
の
四
ヵ
所

あ
り
、
面
積
は
合
計
で
約
八
六
、
六
〇
〇
㎡
と
。

な
る
。

　
し
か
し
こ
の
地
下
街
の
膨
張
に
対
し
、
つ
ぎ

の
よ
う
な
批
判
が
出
て
き
た
。
「
太
陽
も
緑
も

な
い
ま
ち
が
本
当
の
ま
ち
と
い
え
る
の
か
」
、

　
「
地
上
を
車
に
明
け
渡
し
、
人
間
を
地
下
に
追

い
や
る
。
人
間
尊
重
の
精
神
は
ど
こ
へ
い
っ
た

の
か
」

　
こ
の
批
判
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、

地
下
街
の
火
災
も
昭
和
三
十
一
年
か
ら
昭
和
四

十
八
年
の
間
に
三
十
九
件
（
消
防
庁
調
べ
）
に

達
し
、
火
災
、
衛
生
、
環
境
、
防
犯
、
労
働
等

の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。

　
そ
こ
で
昭
和
四
十
八
年
七
月
、
建
設
省
、
消

防
庁
、
警
察
庁
、
運
輸
省
、
国
鉄
の
五
者
で

　
「
地
下
街
中
央
連
絡
協
議
会
」
を
つ
く
り
、
地

下
街
の
新
設
、
増
設
を
「
公
益
上
や
む
を
え
な

い
場
合
を
除
い
て
は
認
め
な
い
」
と
い
う
方
針

を
う
ち
だ
し
、
地
下
街
建
設
に
ス
ト
ッ
プ
を
か

け
た
。
こ
の
措
置
に
よ
り
地
下
街
建
設
の
足
並

み
は
乱
れ
、
昭
和
五
十
年
代
に
で
き
た
地
下
街

も
ほ
と
ん
ど
こ
の
規
制
措
置
前
に
申
請
し
て
許

可
を
受
け
た
も
の
で
、
こ
の
措
置
以
後
地
下
街

建
設
は
激
減
し
て
し
ま
っ
た
。

　
だ
が
「
地
下
街
中
央
連
絡
協
議
会
」
が
対
象

と
し
て
い
る
地
下
街
は
公
共
用
地
（
駅
前
広

場
、
道
路
）
の
下
の
地
下
街
に
限
ら
れ
て
い

て
、
ビ
ル
の
地
階
を
利
用
し
た
店
舗
は
対
象
外

と
な
っ
て
お
り
、
今
後
地
下
街
は
「
安
全
で
快

適
な
街
」
を
ど
う
実
現
し
て
い
く
か
が
そ
の
最

大
の
課
題
恚
な
っ
て
い
る
。

②
―
横
浜
駅
東
口
地
下
街

　
横
浜
駅
東
口
地
下
街
は
、
横
浜
駅
東
口
の
駅

前
広
場
及
び
国
道
一
号
線
の
下
約
二
万
㎡
の
面

積
の
使
用
許
可
を
受
け
て
、
昭
和
五
十
五
年
秋

の
完
成
を
目
ざ
し
て
、
現
在
工
事
中
で
あ
る

が
、
こ
の
地
下
街
は
い
ま
ま
。
で
の
地
下
街
と
は

違
っ
た
タ
イ
プ
の
地
下
街
と
い
え
る
。
従
来
の

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
対
策
と
し
て
の
地
下
街

建
設
と
い
う
要
素
も
も
ち
ろ
ん
含
ん
で
い
る

が
、
ひ
と
言
で
い
う
と
「
新
し
い
街
づ
く
り
の

中
の
地
下
街
」
と
い
え
る
。

　
横
浜
市
は
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
ざ
し

て
、
都
市
構
造
貪
つ
く
り
か
え
る
た
め
に
い
く

つ
か
の
基
幹
事
業
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中
の

一
つ
に
、
横
浜
駅
西
口
・
東
口
、
三
菱
ド
ッ

ク
、
新
港
ふ
頭
、
関
内
・
伊
勢
佐
木
町
地
区
、

本
牧
接
収
地
な
ど
の
地
域
に
お
い
て
、
都
心
商

業
機
能
、
中
枢
管
理
機
能
、
交
通
機
能
の
強
化

や
公
園
、
緑
地
の
整
備
を
目
的
と
し
た
都
心
部

強
化
事
業
が
あ
る
。

　
従
来
開
発
の
遅
れ
て
い
た
横
浜
駅
東
口
地
区

で
は
、
こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
商
業
機
能
の

充
実
と
交
通
関
連
施
設
の
整
備
を
目
標
に
、
横

浜
駅
東
口
総
合
開
発
計
画
を
推
進
し
て
い
る

が
、
横
浜
駅
東
口
地
下
街
は
そ
の
中
核
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
地
下
街
（
約
三
九
、
一
〇
〇
㎡
）
に

は
、
地
下
一
階
に
公
共
地
下
歩
道
（
約
九
、
〇

〇
〇
㎡
）
と
店
舗
等
（
約
一
〇
、
三
〇
〇
㎡
）

地
下
二
階
に
公
共
地
下
駐
車
場
（
約
一
九
、
八

〇
〇
㎡
）
が
建
設
さ
れ
る
。
こ
の
公
共
地
下
歩

道
は
、
駅
前
を
走
る
一
日
約
一
〇
万
台
の
交
通

量
の
国
道
一
号
線
の
横
断
機
能
、
地
下
街
の
北

側
に
設
け
ら
れ
る
地
下
第
二
駅
前
広
場
及
び
出

島
地
区
に
設
け
ら
れ
る
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
横

浜
駅
を
結
ぶ
連
絡
通
路
の
役
割
を
も
っ
て
い

る
。
公
共
地
下
駐
車
場
は
出
島
ビ
ル
地
下
三
階

に
予
定
し
て
い
る
公
共
地
下
駐
車
場
と
一
体
と

し
て
使
用
し
て
、
周
辺
ビ
ル
の
附
置
義
務
駐
車

場
と
相
ま
っ
て
東
口
周
辺
の
駐
車
場
需
要
を
ま

か
な
う
こ
と
と
な
る
。
地
下
街
の
店
舗
は
出
島

ビ
ル
や
地
下
街
と
同
時
完
成
予
定
の
横
浜
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
等
の
商
業
ビ
ル
と
共
に
東
口
の
商

業
核
と
し
て
機
能
す
る
。

　
国
道
一
号
線
が
貫
通
し
、
帷
子
川
・
新
田
関

川
の
二
つ
の
川
に
は
さ
ま
れ
、
周
囲
に
は
国
鉄

貨
物
ヤ
ー
ド
、
工
場
・
倉
庫
群
が
あ
る
こ
と

で
、
西
口
の
活
況
に
比
べ
て
孤
立
化
し
て
い
た

東
口
周
辺
も
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
よ
っ
て
大
き
く
変
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
す
で
に
一
つ
の
商
業
核
を
有
す
る
タ

ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
一
日
約
三
〇
万
人
の
人
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
る
西
口
と
新
し
い
商
業
核
を
有
す

る
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
開
発
さ
れ
る
東
口
を
ど
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図　横浜駅周辺地下利用図及び断面図う
結
び
つ
け
る
か
が
問
題
と
な
る
。

　
こ
の
解
決
策
と
し
て
打
ち
だ
さ
れ
た
の
が
横

浜
駅
東
西
連
絡
自
由
通
路
で
あ
る
。
こ
の
自
由

通
路
は
現
在
横
浜
駅
構
内
の
一
三
㍍
の
地
下
中

央
通
路
を
三
六
㍍
に
拡
幅
し
て
東
口
・
西
口
間

が
一
体
化
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
西
口
の
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
地
下
街
の
地
下
歩
道
、
東
西
連
絡
自
由

通
路
、
東
口
地
下
街
の
地
下
歩
道
の
一
体
化
に

よ
り
東
西
あ
わ
せ
て
六
〇
〇
㍍
の
地
下
歩
道
空

間
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
（
図
―
１
参
照
）
。

市
民
は
東
口
・
西
口
周
辺
を
雨
の
日
も
傘
を
さ

さ
ず
に
自
由
に
往
来
で
き
る
こ
と
と
な
る
が
、

こ
の
地
下
空
間
を
ど
う
安
全
に
市
民
に
利
用
し

て
も
ら
う
か
、
そ
の
防
災
上
の
配
慮
に
つ
い
て

は
横
浜
駅
東
口
地
下
街
の
安
全
性
へ
の
配
慮
と

施
工
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

③
―
外
国
の
地
下
街

　
外
国
に
は
ビ
ル
の
地
下
室
や
地
下
通
路
は
あ

っ
て
も
日
本
の
よ
う
な
大
き
な
地
下
街
は
ご
り
　

ま
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
①
ま
だ
ま
だ
商
業
ス

ペ
ー
ス
が
地
上
に
広
が
る
余
地
が
あ
る
こ
と
、

②
太
陽
へ
の
愛
着
が
強
い
等
の
理
由
に
よ
る
と

思
わ
れ
る
。
や
は
り
地
下
街
は
日
本
独
特
の
産

物
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
日
本
以
外
の
外

国
の
都
市
で
地
下
の
歩
行
者
空
間
を
設
け
て
い

る
顕
著
な
例
は
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
都
心
に
あ

る
。
こ
こ
に
は
鉄
道
、
地
下
鉄
の
駅
や
大
官
庁

の
地
下
入
口
と
直
接
結
ば
れ
た
地
下
の
歩
道
網

が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
働
く
人
は
よ
り
近
い
道
と
し
て
駅
―

地
下
の
歩
道
空
間
―
自
分
の
働
く
事
務
所
の
コ

ー
ス
を
選
び
、
毎
日
利
用
し
て
い
る
。

　
し
か
し
こ
の
地
下
歩
行
者
ゾ
ー
ン
が
で
き
た

の
は
日
本
の
地
下
街
が
つ
く
ら
れ
た
理
由
と
違

う
他
の
理
由
に
よ
る
。
そ
れ
は
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
の
気
候
に
起
因
し
て
い
る
。
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
の
冬
は
非
常
に
低
い
温
度
、
嵐
を
と
も
な
う

大
量
の
降
雪
に
お
そ
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
気
候

条
件
が
戸
外
に
し
ば
ら
く
い
る
こ
と
を
不
可
能
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を
市
民
が
自
由
に
通
行
で
き
る
歩
行
者
空
間
を

つ
く
り
だ
そ
う
と
す
る
も
の
で
、
地
下
街
オ
ー

プ
ン
時
に
は
三
六
㍍
の
う
ち
一
七
㍍
が
完
成
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
こ
の
自
由
通
路
の
完
成
に
よ
り
東
口
と
西
口

―



に
さ
せ
る
。
し
か
し
地
下
で
は
こ
れ
ら
が
解
消

さ
れ
、
暖
房
が
な
さ
れ
、
空
気
が
調
整
さ
れ
。

「
夏
の
よ
う
な
」
状
態
に
い
ら
れ
る
。
日
本
で

も
札
幌
、
新
潟
な
ど
で
地
下
街
が
設
け
ら
れ
て

い
る
が
、
北
国
の
地
方
に
お
い
て
は
今
後
地
下

街
や
地
下
歩
行
者
空
間
が
そ
の
気
候
条
件
か
ら

み
て
計
画
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
予
想
で
き

る
。

二

横
浜
駅
東
口
地
下
街
の
安
全
性

へ
の
配
慮
と
施
工

①
―
安
全
性
へ
の
配
慮

(
ア
)
火
災
対
策

　
仮
に
地
下
街
で
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
す

ぐ
頭
に
浮
か
ぶ
こ
と
は
「
地
下
街
は
窓
の
な
い

建
築
物
、
火
や
煙
に
ま
か
れ
て
し
ま
っ
た
ら
ど

う
し
よ
う
」
、
「
地
下
街
の
中
で
は
自
分
の
居

る
場
所
が
分
ら
ず
、
ど
う
逃
げ
た
ら
い
い
の

か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
横
浜
駅

東
口
地
下
街
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
消
火
・
排
煙

対
策
、
避
難
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　
ま
ず
消
火
・
排
煙
対
策
で
あ
る
が
、
消
防
法

・
建
築
基
準
法
・
地
下
街
連
絡
協
議
会
の
基
準

等
の
規
定
に
準
拠
し
た
屋
内
消
火
栓
設
備
、
ス

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
泡
消
火
設
備
（
駐
車

場
）
、
排
煙
設
備
を
設
け
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
横
浜
市
消
防
局
の
指
導
に
よ
り
、
避
難

す
る
人
と
消
火
・
救
助
活
動
を
す
る
人
が
避
難

階
段
で
ハ
チ
合
わ
せ
し
な
い
よ
う
に
、
消
防
隊

が
専
用
に
進
入
す
る
ロ
を
二
ヵ
所
設
け
て
。
地

下
街
の
安
全
性
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
て
い

る
。

　
ま
た
避
難
対
策
と
し
て
は
、
利
用
者
が
安
全

に
避
難
で
き
る
よ
う
に
誘
導
灯
、
非
常
照
明
を

設
置
す
る
が
、
地
下
通
路
部
分
に
つ
い
て
は
、

停
電
時
に
非
常
照
明
の
ほ
か
に
、
常
時
の
1
/
3
～

1
/
4
の
照
度
で
一
〇
時
間
自
動
的
に
照
明
が
保
た

れ
る
よ
う
配
慮
す
る
と
同
時
に
、
地
下
街
の
避

難
階
段
の
前
に
三
つ
の
避
難
の
た
め
の
広
場
を

配
置
し
、
災
害
時
の
安
全
を
は
か
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
今
回
の
横
浜
駅
東
口
地
下
街
の
計
画

上
最
も
苦
心
し
た
の
が
、
「
い
か
に
自
然
の
光

を
と
り
入
れ
、
煙
を
自
然
に
逃
か
す
か
」
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
幸
い
地
下
街
の
囲
り
に
は
北

側
に
地
下
第
二
駅
前
広
場
、
東
側
出
島
ビ
ル
と

の
間
に
一
三
㍍
の
公
共
地
下
歩
道
と
い
う
大
き

な
吹
抜
を
持
っ
た
避
難
空
間
が
あ
る
。
さ
ら
に

地
下
街
の
中
に
は
避
難
階
段
、
中
央
通
路
及
び

西
側
、
北
側
の
避
難
広
場
に
自
然
排
煙
ロ
と
呼

ば
れ
る
自
然
の
光
が
入
り
、
煙
を
自
然
に
逃
が

す
地
上
へ
の
開
口
部
を
八
力
所
設
け
た
。
こ
の

よ
う
に
し
て
こ
の
地
下
街
は
、
そ
の
周
囲
や
中

の
い
た
る
と
こ
ろ
で
自
然
の
光
を
と
り
入
れ
、

煙
を
自
然
に
逃
が
す
よ
う
に
計
画
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
火
災
が
発
生
し
た
と
し
て
も
こ
れ
ら
の
自
然

の
光
が
避
難
す
る
人
の
気
持
を
和
ら
げ
る
ば
か

り
で
な
く
、
よ
り
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
た

め
の
道
標
と
し
て
効
果
的
に
作
用
す
る
で
あ
ろ

　
し
か
し
い
か
に
完
壁
な
設
備
を
し
た
と
し
て

も
、
地
下
街
で
最
も
恐
れ
ら
れ
る
の
は
火
災
時

の
パ
二
ッ
ク
で
あ
る
。
防
災
都
市
計
画
研
究
所

の
調
査
に
よ
る
と
、
「
一
㎡
に
Ｉ
～
二
人
の
人

が
い
る
状
態
で
は
ま
だ
人
が
前
に
進
む
余
裕
が

あ
る
が
、
二
～
四
人
の
状
態
に
な
る
と
前
に
進

む
ど
こ
ろ
か
、
一
人
が
こ
ろ
ぶ
と
収
拾
の
つ
か

な
い
こ
と
と
な
る
」
。

　
こ
の
パ
ニ
ッ
ク
状
態
は
避
難
す
る
人
が
我
先

に
と
人
を
か
き
分
け
、
避
難
す
る
異
常
心
理
状

態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
が
起
る
の
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
人
の
気
持
を
落
ち
着
か
せ
、
危

機
感
を
和
げ
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
地
下

街
に
は
防
災
・
避
難
用
の
設
備
の
作
動
状
況
が

一
目
で
分
る
防
災
監
視
盤
を
備
え
、
火
災
時
に

は
諸
設
備
の
作
動
の
指
令
が
で
き
る
中
央
管
理

室
が
あ
り
、
Ｉ
Ｔ
Ｖ
（
防
災
監
視
用
テ
レ
ビ
）

で
常
時
火
災
の
早
期
発
見
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
こ
こ
か
ら
非
常
放
送
設
備
に
よ
り
地
下
街

全
域
に
わ
た
り
利
用
客
に
情
報
提
供
、
避
難
誘

導
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
最
も
重
要
な

こ
と
は
、
こ
の
時
に
現
場
に
い
る
地
下
街
に
店

子
と
し
て
入
っ
て
い
る
各
店
舗
の
従
業
員
の
人

が
、
い
か
に
客
や
通
行
人
の
避
難
誘
導
に
協
力

す
る
か
で
あ
る
。
家
主
で
あ
る
横
浜
駅
東
口
開

発
公
社
と
店
子
で
あ
る
各
テ
ナ
ン
ト
が
一
体
と

な
り
、
日
頃
か
ら
災
害
を
想
定
し
た
避
難
訓
練

等
を
行
い
、
災
害
に
備
え
て
初
め
て
パ
二
ッ
ク

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

(
イ
)
出
水
対
策

　
地
下
街
は
そ
の
名
の
と
お
り
地
下
に
あ
る
建

物
と
い
う
こ
と
で
、
当
然
ひ
と
た
び
水
が
入
り

込
め
ば
と
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
。

横
浜
駅
東
口
地
下
街
も
東
京
湾
の
平
均
水
位
よ

り
低
い
位
置
に
あ
り
、
さ
ら
に
東
口
周
辺
は
し

ば
し
ば
冠
水
に
み
ま
わ
れ
る
と
い
う
悪
条
件
を

か
か
え
て
い
た
。

　
そ
こ
で
出
水
対
策
と
し
て
、
(
ア
)
護
岸
改
修
、

(
ｲ
)
下
水
と
河
川
の
遮
断
、
(
ｳ
)
全
体
的
な
路
面
の

か
さ
上
げ
、
国
出
入
口
に
拐
潮
板
の
設
置
、
(
オ
)

非
常
用
排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
等
の
対
策
を
講
ず

る
こ
と
と
な
っ
た
。

(
ア
)
護
岸
改
修

　
横
浜
駅
東
口
出
島
地
区
は
既
設
護
岸
の
老
朽

化
及
び
地
盤
沈
下
が
進
行
し
た
た
め
、
高
潮
対

策
事
業
と
し
て
改
修
事
業
を
港
湾
局
が
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
新
し
い
護
岸
面
は
旧
護
岸
面

よ
り
約
二
㍍
高
い
位
置
と
な
り
、
こ
れ
は
東
京

湾
に
伊
勢
湾
台
風
級
の
台
風
が
キ
テ
ィ
台
風
の

コ
ー
ス
を
通
過
し
た
と
き
の
推
定
潮
位
高
よ
り

八
〇
㌢
㍍
高
い
位
置
で
あ
る
。

(
イ
)
下
水
と
河
川
の
遮
断

　
従
来
は
下
水
を
直
接
河
川
に
流
し
て
い
た
の

で
、
河
川
の
増
水
に
よ
り
下
水
が
逆
流
し
、
し

ば
し
ば
浸
水
の
原
因
に
な
っ
て
い
た
が
、
地
下

街
の
下
水
に
つ
い
て
は
河
川
に
直
接
流
す
の
で

は
な
く
、
昭
和
五
十
三
年
九
月
か
ら
供
用
開
始
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う
。



さ
れ
た
神
奈
川
下
水
処
理
場
に
排
水
す
る
の

で
、
河
川
の
増
水
に
よ
る
浸
水
の
被
害
の
心
配

は
な
く
な
っ
た
｡

(
ｳ
)
全
面
的
な
路
面
の
か
さ
上
げ

横
浜
駅
東
口
周
辺
の
冠
水
の
原
因
の
一
つ
に

道
路
面
の
低
い
こ
と
が
あ
っ
た
｡
そ
こ
で
地
下

街
の
建
設
の
際
に
路
面
高
か
二
㍍
二
〇
㌢
㍍
ほ

ど
上
げ
、
冠
水
防
止
対
策
を
講
じ
た
｡
こ
の
路

面
高
は
伊
勢
湾
台
風
級
の
台
風
が
キ
テ
ィ
台
風

の
ｺ
ｰ
ｽ
を
通
過
し
た
と
き
の
推
定
潮
位
高
よ

り
高
い
位
置
と
な
る
｡

(
ｴ
)
出
入
口
に
防
潮
板
の
設
置

さ
ら
に
各
出
入
口
に
万
全
を
期
す
意
味
で
高

さ
八
〇
㌢
㍍
の
浸
水
防
水
の
た
め
の
防
潮
板
を

設
け
る
｡

(
ｵ
)
非
常
用
排
水
ポ
ン
プ
の
設
置

万
が
一
浸
水
し
た
場
合
に
備
え
、
排
水
能
力

一
時
間
当
り
九
〇
〇
㎡
の
排
水
ポ
ﾝ
プ
を
設
け

る
｡

(
ｳ
)
地
震
対
策

横
浜
駅
東
口
周
辺
は
も
と
も
と
海
で
あ
り
、

そ
こ
を
埋
立
て
て
つ
く
っ
た
土
地
で
あ
る
の

で
、
軟
弱
地
盤
と
い
う
苛
酷
な
条
件
と
戦
わ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
｡
地
震
対
策
と
し
て
は
、
ま

ず
地
下
街
を
地
震
に
対
し
て
安
全
で
あ
る
よ
う

に
つ
く
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
地
下
四
五
㍍
の

岩
盤
の
地
層
ま
で
杭
を
打
込
み
、
地
下
街
を
堅

固
に
支
え
、
周
囲
の
土
圧
に
対
し
て
も
鋼
管
矢

板
で
地
下
街
の
構
造
物
を
保
護
し
て
い
る
。

　
杭
は
直
径
一
・
四
㍍
～
二
・
七
㍍
で
四
四
一

本
の
数
に
達
し
、
土
圧
に
対
抗
す
る
鋼
管
は
直

径
〇
・
八
～
一
・
二
㍍
で
五
八
〇
本
を
打
込
ん

で
い
る
。

　
地
震
発
生
時
の
防
災
・
避
難
対
策
に
つ
い
て

は
火
災
対
策
の
項
で
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は

省
略
す
る
。

②
―
施
工
に
あ
た
っ
て
の
配
慮

　
駅
前
の
よ
う
な
過
密
都
心
部
に
地
下
街
を
つ

く
る
場
合
、
工
事
に
は
い
ろ
い
ろ
な
制
約
が
つ

き
ま
と
う
。
横
浜
駅
東
口
地
下
街
に
お
い
て
は

次
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
①
地
上
の

自
動
車
、
歩
行
者
の
流
れ
を
ス
ト
ッ
プ
で
き
な

い
こ
と
、
②
軟
弱
地
盤
、
③
同
時
に
施
工
さ
れ

る
首
都
高
速
道
路
横
浜
羽
田
空
港
線
と
一
体
構

造
に
す
る
こ
と
。

　
①
の
問
題
に
つ
い
て
ぱ
逆
打
工
法
と
呼
ば
れ

る
工
法
を
採
用
し
て
処
理
し
た
。
通
常
の
建
物

は
建
物
の
い
ち
ば
ん
下
の
床
ま
で
堀
さ
く
し
、

下
か
ら
順
番
に
床
を
打
上
げ
て
い
く
工
法
を
と

る
が
、
こ
の
地
下
街
は
ま
ず
上
床
版
と
呼
ば
れ

る
い
ち
ば
ん
上
の
床
ま
で
堀
さ
く
し
、
そ
の
床

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
を
し
た
時
点
で
土
を
埋
房

し
、
早
く
地
上
を
元
の
状
態
に
し
、
自
動
車
、

歩
行
者
の
流
れ
に
迷
惑
が
か
か
ら
ぬ
よ
う
に
し

て
か
ら
順
番
に
上
の
床
か
ら
下
の
床
へ
と
堀
さ

く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
を
し
て
い
く
工
法
を
と

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
前
に
述
べ
た
地
下
四

五
㍍
の
岩
盤
ま
で
杭
を
打
ち
込
み
、
地
下
街
を

安
全
に
保
つ
と
同
時
に
、
ど
ろ
ど
ろ
の
土
を
堀

り
や
す
く
す
る
た
め
に
石
灰
を
含
ん
だ
ケ
ミ
コ

ー
パ
イ
ル
と
い
う
も
の
を
土
中
に
打
ち
込
ん
で

土
を
固
め
て
か
ら
堀
さ
く
す
る
方
法
で
対
処
し

た
。

　
③
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
首
都
高
速
道
路
の

基
礎
を
地
下
街
の
構
造
が
受
け
持
つ
・
こ
と
と

し
、
地
下
街
の
柱
、
杭
、
基
礎
梁
等
が
首
都
高

速
道
路
の
荷
重
、
振
動
、
地
震
時
の
水
平
力
に

も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
も
設
計
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
地
下
街
建
設
の
好
機
を
と
ら
え

て
、
地
下
街
の
下
に
電
々
公
社
、
東
京
電
力
、

上
下
水
道
、
東
京
ガ
ス
の
新
設
幹
線
を
配
管
す

る
高
さ
六
㍍
、
幅
一
〇
㍍
の
共
同
溝
を
設
け
る

こ
と
と
し
、
新
し
い
都
市
の
動
脈
づ
く
り
に
も

貢
献
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
対
処
し
つ
つ
、
昭
和
四

十
八
年
十
二
月
に
工
事
に
着
手
し
た
地
下
街

も
、
着
工
直
後
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
経

済
変
動
に
お
そ
わ
れ
、
工
期
は
伸
び
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
昭
和
五
十
五
年
秋
に
は
東
西
連
絡

自
由
通
路
（
一
部
）
、
横
浜
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

と
同
時
完
成
し
、
横
浜
駅
東
口
の
装
い
を
一
変

さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。

③
む
す
び

　
地
下
街
は
公
共
地
下
歩
道
、
公
共
地
下
駐
車

場
と
い
う
公
共
施
設
と
店
舗
と
い
う
商
業
施
設

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
施
設
は
公

共
施
設
が
公
共
性
を
保
つ
こ
と
、
商
業
施
設
が

経
営
採
算
が
成
り
立
つ
ど
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
目

的
と
し
て
い
て
、
異
な
る
要
素
を
持
っ
て
い
る

の
で
、
一
つ
の
地
下
街
の
中
で
こ
の
二
つ
の
目

的
を
両
立
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
そ
の
た
め
に
は
計
画
、
設
計
、
施
工

の
段
階
に
お
い
て
も
十
分
な
配
慮
が
必
要
だ

が
、
特
に
管
理
面
に
お
い
て
ど
う
そ
の
目
的
を

実
現
し
て
い
く
か
、
十
分
な
配
慮
が
望
ま
れ
る
。

　
横
浜
駅
東
口
地
下
街
が
公
共
施
設
、
商
業
施

設
が
た
だ
単
に
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
二

つ
の
空
間
が
一
体
化
し
て
、
市
民
が
安
全
で
快

適
に
利
用
で
き
る
空
間
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で

結
び
と
す
る
。

　
〈
都
市
整
備
局
事
業
指
導
部
開
発
課
主
査
〉
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っ
た
。
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